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岡山コミットメント（約束）2014 

〜コミュニティに根ざした学びをとおしてESDを推進するために、「国連ESDの10年」を超えて〜 

 

2014年10月9日から12日まで、岡山市で開催された「ESD推進のための公民館−CLC国際会議〜地域で学び、共につくる持続

可能な社会〜」に29カ国から集まった、私たち公民館・CLC（コミュニティ学習センター）の学習者やファシリテーター、運営責

任者をはじめ、国や地方の行政関係者、市民団体、国連機関や開発の関係者、大学等の研究者、企業やメディアの代表者など650名

を超える参加者は、コミュニティに根ざした学びを通してESDを継続、拡大していくことを、以下のように約束する。 

 

日本では、公民館やコミュニティに根ざした学びへの支援は以前から行われてきているが、岡山市では、「国連ESDの10年」への

取組として、2007年の「公民館サミット in岡山」をはじめ、公民館とCLCの交流活動がいくつも積み重ねられてきた。 

 

私たちはESDの原則に沿うよう、この成果文書の草案の段階から、透明で開かれた策定のプロセスに積極的に参加してきた。私たち

は、策定されたこのコミットメントを、自分たちのものとして共有するものである。 

 

１．私たちの約束（コミットメント） 

 

「万人のための教育（EFA）」と「持続可能な開発目標（SDGs）」の重要な部分をなす、すべての人々に質の高い教育と生涯にわたっ

て学ぶ機会を提供することは、各国の教育および開発の制度の中で中心的な位置を占めなければならない。 

 

誰もが排除されない持続可能な社会を築くため、教育の在りようを見直すときには、コミュニティに根ざした学びにこそ、要となる

役割が与えられるべきである。公民館・CLC、そしてこれらに類似する施設・機関において営まれるコミュニティに根ざした学びは、

各国の教育および学習の制度におけるすべての教育機会の提供者、および関係者と協働した取組となることによって、ESDおよび持

続可能な開発のより広汎な目標を達成することにつながるのである。 

 

したがって、私たちは個人および集団の構成員という立場で、次に掲げる行動をとることを約束する。 

 

1． 公民館・CLCにおけるESDの重要性と、ESDにおける公民館・CLCの重要性の双方について、認識を広め支持を拡大する。 

2． コミュニティ間および問題解決の当事者同士が「実践の共同体」を創り出し、地域および国際社会における持続可能性に関する

課題に対応することができるよう、戦略的な連携を強め維持する行動に共に取り組む。 

3． 各コミュニティが、地域の発展の過程に当事者として参加する自信がもてるよう、引き続き職員の専門的能力や組織の力量の育

成・向上に努めることによって、効率的で機能的な公民館・CLCづくりを着実に進める。 

4． 変化する社会のニーズに対処する必要性を理解しつつ、継続的な実践記録の作成や研究活動をとおして、持続可能な社会づくり

に、より効果的に貢献できるよう、ESDに関わる革新的な実践をさらに前進させる。 

5． すべての人（子ども、若者、成人、高齢者、障がいのある人など）にとっての生涯学習という観点から、資料センターの創設や

ネットワークの構築、とりわけ姉妹公民館・CLCとの連携をとおして、ESDの先進事例を発掘し共有する。 

6． コミュニティが、ESDにおいて気候変動、生物多様性、レジリエンス（跳ね返す力）、防災、食料と栄養の安全保障に関する教

育を推進できるよう、力の獲得を後押しする。 

7． 表現の自由を拡げるための学びや、平和な社会の構築に向けて、紛争解決のスキルを身につけるための学びの場を設け、広める。 

8． 先住民族や障がいのある人たちなど、コミュニティにおいて疎外されている人々に対して、柔軟で生活に即した学びの機会を提

供し、識字を促進する。 

9． 若者が仕事に就くための能力や生活上の技能、市民性を身につけられるよう取り組むとともに、公民館・CLCの活動における若 

者のリーダーシップを支え、活動の持続可能性と安定性が世代を越えて維持され発展するようにする。 

10． 識字におけるジェンダー格差を解消するために少女および女性の教育を重視するとともに、少女および女性が安心できるような
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家庭や社会環境を築くことによって、社会の発展の過程に女性と男性が共同して参画できる機会を確保する。 

11． 各コミュニティが地域の課題を発見し、その解決に向かうために必要な物質的、財政的、技術的な援助をすることによって、文

化と生活の多様性を尊重する持続可能なコミュニティが創出されるようにする。 

12． 公民館・CLC における活動を支援するためには、ボトムアップとトップダウン両方の進め方が必要であることから、総合的で

明確な政策が策定されるよう政策当局に働きかける。 

13． 資金と技術の供給源として、コミュニティと企業だけでなく、地方、国家、国際レベルでの提供者を獲得する。 

14． ESDをとおして地方や国、地域や地球規模の課題解決に取り組んでいる、公民館・CLCにおける活動を支援するよう、政府や

政策当局、国際機関、民間企業に働きかける。 

15． ESDに関するこのコミットメントを共有する、ユネスコ学習都市世界ネットワーク（GNLC）、ユネスコ・スクール・ネットワ

ーク（ASPnet）、ユニトゥウィン（UNITWIN）／ユネスコチェア(UNESCO Chairs)など、既に存在するかこれから作られる

ネットワークとの協働を継続する 

 

SDGs（持続可能な開発目標）や新たなEFA（万人のための教育）の最終目標、さらにはそれに関する目標や指標の採択をもって、

私たちの仕事が終わるわけではない。私たちは「ポスト2015年」以降も決意と気力を込めてこの約束を守り、ESDの原理に立ち、

公民館・CLCにおけるコミュニティに根ざした持続的な人づくりのための学習の諸実践を支えていくつもりであることを明言する。

このコミットメントで示された役割や貢献は、私たちの行動を未来に導くものである。 

 

私たちは、「国連ESDの10年」を超えてESDを継続し、前進させることを固く約束する。 

 

2. 背景（コンテクスト） 

 

持続可能性の危機に対する答えとしての「国連ESDの10年」 

私たちは今、持続可能性の危機に直面している。「国連ESDの10年国際実施計画」は、「誰もが教育から恩恵を受ける機会があり、

持続可能な未来社会の構築と、現実的な社会変革のために必要な価値観や行動、ライフスタイルを学習することができる機会を得る

ことができる世界」の実現に、人々が積極的に参画することを勇気づけてきた。 

 

持続可能な社会の実現には、社会、経済、環境、文化などの次元が複雑に絡み合った原則を認識して、対処していくことが必要であ

る。近年の増加する紛争は、持続可能な社会づくりに必要な人々の信頼関係を著しく損ねている。 

 

持続可能な開発のための教育（ESD） 

ESDはフォーマル教育、ノンフォーマル教育、インフォーマル教育、偶発的な学びなど、あらゆる人のための生涯にわたる、あらゆ

る場面での教育や学びであることが認識され、尊重される。ノンフォーマル教育と地域に根ざした学びは、子ども、若者、成人が、

個人あるいは集団の行動を通じて、自分自身やコミュニティが変容する機会を提供する。 

 

ESDにおいては、原因と結果が複雑に関係し合う課題に対応するため、多面的な取組が必要である。ESDには、当事者性や市民性、

参加や能力獲得を重視する、伝統知と現代知の力強い相互作用と補完、都市と農村での環境変化への対応、技術の習得と向上にいた

る、包括的な取り組み方法が含まれている。 

 

ESD推進のための公民館⁻CLC国際会議の焦点 

コミュニティに根ざした学びの機関は、個人やコミュニティに読解力や数的思考力、生活に必要な技能や職業技術を提供し、自分を

地域や世界の課題と結びつけて対処できるようにする。 

 

公民館やCLC などのコミュニティに根ざした学びを促進する機関は、人々の日頃の関心を言葉にし、人々の気づきを促し、自分の

問題として受け止めて取り組むよう動機づけ、より持続可能な社会を作ろうという希望を彼らが他の人と分かち合うことを支える場

を提供する。 
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公民館・CLCは、多様な問題解決の当事者による集団的で誰も排除することのない取組を通じて、ESDの示す未来を近づけ実現する

ための大切な足場になるという、独特の役割を持っている。 

 

3.コミュニティに根ざした学びを促進する機関の役割と貢献 

 

全般的な役割と貢献 

公民館・CLCなどコミュニティに根ざした学びを推進する機関や、世界中にあるこれらに類似する組織は、「国連ESDの10年」の

間、以下の役割を通して、持続可能な社会の実現に大きく貢献してきた。 

 

1． Participation (参加)、Learning (学習)、Action (行動)、Creation (創造)、Empathy (共感)を促すことによって、互いを認め

合い、 無関心だったコミュニティの住民が積極的に参画するように変容する、ESD推進のための「PLACE (場)」として。 

2． 学校や高等教育機関、行政、企業を結んだコミュニティのネットワークを通じた、フォーマル教育、ノンフォーマル教育、イン

フォーマル教育の橋渡し役として。 

3． 教育の機会に恵まれない、疎外された子ども、若者、成人が、新たに教育の機会を得ることができる、柔軟で誰もが排除されな

い教育の提供者として。 

4． 未来の計画と行動のための足がかりとして、民族や先住民の知恵、および地域の歴史を組み込んだ、生活に即し状況に応える学

び方の進行役として。 

5． マスメディア、ソーシャルメディア、インターネット、その他のデジタル技術などを活用した、革新的で効果的な学びの媒介者

として。 

6． 様々な立場や見解があることを互に尊重し合うよう努めながら、平和と社会の一体性に貢献するものとして、世代を超えて共有

される知識、学際的な知識、文化の多様性を織り合わせる織り手として。 

7． 学習者の生涯を通じた学びを促す、コミュニティ教育の専門職の能力向上のための機関として。 

8． 自分本位の考えや行動から、広くコミュニティの利益のための行動へと考え方を転換するよう、個人が力を獲得することを後押

しする拠点として。 

 

テーマ別の役割と貢献 

「国連ESDの10年」の間、私たちは平和、人権、平等など重要で横断的なたくさんの課題に取り組むことを求められてきたが、こ

れらは今後も私たちのコミットメントの方向を示し続けるものになるだろう。そこには、多様な人々の相互理解を通して平和で調和

のあるコミュニティを確かなものにすること、格差を縮めること、人権を守り発展させること、貧困の撲滅、雇用の不足、健康、食

糧と栄養の確保などに応える学習の機会を作ることによって、コミュニティから奪われたものの回復に取り組むことなどが含まれる。 

 

以下のテーマに積極的に関わり続けてきた私たちは、これまでの成果としてそこで果たした役割や貢献を次のように強調したい。 

 

1.   環境保全 

私たちは、祖先の知恵、歴史、過去の環境破壊の例をもとにした市民の学びを、支援してきた。さらにいくつかのコミュニティ

では、学際的な科学に基づいた取り組みによって、持続的な環境保全が実現してきた。 

2.   防災・減災 

私たちは、適切な学びを通じ、また無私、共感、共助に基づいた人々の関係づくりを通して、自然災害や人為災害を跳ね返す力

をもったコミュニティを発展させ維持してきた。 

3.   収入向上・社会的起業・地域活性化 

私たちは、自立につながる社会的起業を促進することによって、コミュニティの経済的発展に寄与する、欠くことのできない役

割を果たしてきた。私たちは、埋もれた人材を見つけ出し、彼らが実りのあるコミュニティの起業に参加し、地域の心配事や課

題を解決するより大きな力を身につけることによって、家族の状態を改善できるようになるための触媒としての役割を果たして
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きた。 

4.   文化的多様性・対話・世代間交流 

私たちは、あらゆる人に世代、活動領域、異文化をつなぐ学びを提供することを通して、コミュニティが力を獲得する後押しを

してきた。私たちはジェンダーや年齢、民族性、宗教、言語の多様性を尊重しつつ、コミュニティが公共の価値をもつものとし

て文化を発見、持続、創造することを支援してきた。私たちは、地域の土地に根ざした知恵や資源を集め、相互の学びに利用し

てきた。 

5.   リテラシー 

私たちは、人権としてすべての人が基礎的な知識と技術を身に付け、豊かな暮らしを手にし、コミュニティが安定した暮らしを

確立できるよう、識字を学ぶ機会を提供してきた。私たちは創造のための場を設けるとともに、ESD が広く普及するための新

しい学びに挑んだ。情報通信技術（ICT）を含めた技術は、公民館・CLCに重要で新しい契機をもたらした。 

6.   エンパワーメント 

私たちは、異なったコミュニティには異なったニーズがあることを理解した。それゆえ私たちは、社会的に弱い立場におかれ、

疎外されたグループに焦点を当てて、広範囲な問題解決の当事者たちのネットワークシステムを作り上げてきた。そのことによ

って彼らの自己肯定感は持続的に高まり、社会発展の過程に積極的に参加するようになり、きちんとした生活とジェンダーの公

平さに対する彼らの権利が確立されることになった。 

7.   政策決定、管理、能力開発 

いくつかの国においては、地域に根ざした学びへの政策的支援が行われたことによって、地域での対話、ネットワーク、資源を

獲得するための共通の土台が作られた。さらに私たちは、自主的な行動を促し、地域に伝わる価値観と習慣を ESDの視点から

改めて認め、地域に根ざした学びを支える職員と学習者の能力を向上させる、「学びのコミュニティ」を創造してきた。 

 

私たちは、2014年9月に採択された「ジャカルタ宣言〜CLCを活用したCare（思いやり）, Fair（公平）, Share（分かち合い）の

社会〜」をはじめとする、これまでの地域的、世界的な会議の成果に敬意を払う。 

 

私たちはこのコミットメントを、学習者や管理運営の責任者、政府などが、具体的な政策や行動を起こすための対話に取り組むきっ

かけとなるよう活用していきたい。 

 

私たちは、地域に根ざした学びが持続可能な人づくりにとって極めて重要であることを強調するために、「ポスト2015年」の開発と

教育アジェンダ策定に寄与することを目指して開かれる地域、国家、国際レベルでのフォーラムに参加することを予定している。具

体的には、まもなく開催される今年11月の愛知県名古屋市でのESDに関するユネスコ世界会議、2015年5月に韓国仁川で予定さ

れている世界教育フォーラム、2015年3月に仙台で開かれる国連防災世界会議、2015年9月に採択予定の持続可能な開発目標

（SDGs）の策定に向け国際連合によって進められる様々な議論の場を借りて、私たちのESDへの貢献を訴え、ESDへの私たちのコ

ミットメントを再確認していきたいと考えている。 
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